
【Ｒ５年度】重点目標の取組・概要（取組名：市立幼稚園及び保育所の再編）

担当課（内線） こども園推進課 重点目標の方向性 子どもの保育・教育環境の充実

重点目標 子育てしやすい岸和田の実現 行政の役割 ニーズに応じた保育や学童保育の量の確保を行う

現状と課題

市と市教育委員会では、本市が抱えている待機児童等の存在、幼稚
園の定員割れや小規模化、市立施設の老朽化といった課題を解消し、
未来を担っていく子どもたちに、良質な教育・保育環境を提供するこ
とを目的に「岸和田市立幼稚園及び保育所再編方針（以下「再編方
針」という。）」を策定しました。
その具体的な内容（再編対象となる施設、再編方法、実施時期等）

は、岸和田市立幼稚園及び保育所再編個別計画（以下「個別計画」と
いう。）に示し、現在は、個別計画（前期計画及び中期計画）に基づ
いた再編を進めています。

Ｒ５年度の事業費（内訳）

 （仮称）市立旭・太田認定こども園建設に関する予算
設計委託料・工事費等 ３２３，１４３千円

 （仮称）市立春木・大芝認定こども園設計に関する予算
測量・地盤調査等 ７，３４０千円

 その他再編に関する予算
検討会議・事業者選定等 ３６５千円

 民間事業者への施設整備補助金
右記の４園分 ５８６，１４５千円 計９１６，９９３千円

Ｒ６年度以降の想定事業費（ランニング経費）

 （Ｒ６）Ｒ５年度の事業費（内訳）のとおり

 （Ｒ７）中期計画に基づく設計費・施設整備費

 （Ｒ８）中期計画に基づく設計費・施設整備費

取組の進捗・成果を測る指標

 待機児童数
25人（2022）→０人（2026）

 公立幼稚園及び保育所数
幼稚園：23施設（2022）→18施設（2026）
保育所：11施設（2022）→9施設（2026）

 民間及び公立認定こども園数
公立：０施設（2022）→２施設（2026）
民間：18施設（2022）→23施設（2026）

成果・指標が未達成の場合の取扱い

 後期計画への反映

課題に対する取組の内容（めざす成果・期間・対象者・手法など）

【中期的(４～５年後)にめざす成果】
個別計画（中期計画）の推進、個別計画（後期計画）の策定及び推進
前期計画では、民間の認定こども園を３件誘致、市立認定こども園を１件設

置し、約570人分の定員を確保する（東光幼稚園、旭幼稚園、旭保育所、太田
幼稚園の定員合計と比較すると約350人分の増）。
中期計画では、市立認定こども園２園と民間認定こども園１園の誘致を行う。
後期計画に位置付けられている再編計画の前倒しを検討する。

【成果に向けての各年度の進め方】
令和６年度までは前期計画、令和７年度～９年度は中期計画に基づく

【Ｒ５年度の取組内容】
公立
（仮称）市立旭・太田認定こども園の設計の確定、工事事業者の選定
（仮称）市立春木・大芝認定こども園の設計事業者の選定
 市立認定こども園設立に向けた部会の開催
民間事業者（施設整備補助）
（仮称）おおまちこども園（新築・２ヵ年目）
 幼保連携型認定こども園【東光幼稚園地】（新築・単年）
 光陽保育園（認定こども園移行のための増築・２ヵ年目）
 この花こども園（建替え・２ヵ年目）

【Ｒ６年度の取組内容】
公立
（仮称）市立旭・太田認定こども園舎の整備（新築）
（仮称）市立春木・大芝認定こども園の設計の確定、工事事業者の選定



【Ｒ５年度】重点目標の取組・ロジックモデル（取組名：市立幼稚園及び保育所の再編）

ロジックモデル【事業立案時点】

その他（財源、他団体の状況、行政サービスとしての適正性について など）

【財源】
・＜民間＞ 保育所等整備交付金（保育部分）・認定こども園施設整備費補助金（教育部分） 補助率１/２、嵩上げ２/３
・＜公立＞ 学校施設環境改善交付金（教育部分） １/３
【他団体の状況】
・民間事業者の施設整備に対しては、本市と同じく国府の施設整備補助に基づいた補助金を支出している。

【最終アウトカム】
 保育・教育環境の充実
 子育て世代の増加

【初期アウトカム】
 公立園の整備による定員確保
 民間園の誘致・支援による定
員確保

 保育士確保

【アウトプット】
 公立施設の建設
 民間設備拡大支援・誘致
 保育就職支援

【アクティビティ】
 用地確保
 事業者調査
 大学・短大・養成校との
連携による実習生の受入

【インプット】
 予算
 土地
 専門人材

【中期アウトカム】
 待機児童の解消



【Ｒ５年度】重点目標の取組・評価シート①（取組名：市立幼稚園及び保育所の再編）

■ 中期的にめざす成果に対する達成度

• 前期計画では、民間の認定こども園を３件誘致、
市立認定こども園を１件設置し、約570人分の定
員を確保する。

■ Ｒ５年度における達成度（当初の実施予定に対する達成度）

■ Ｒ５年度において実施・実現できたこと

■ 主な「取組の進捗・成果を測る指標」の状況

公立
• （仮称）市立旭・太田認定こども園の設計の確定
• （仮称）市立春木・大芝認定こども園の設計事業者の選定
• 市立認定こども園設立に向けた部会の開催

民間事業者（施設整備補助）
• （仮称）おおまちこども園（新築・２ヵ年目）
• 幼保連携型認定こども園【東光幼稚園地】（新築・単年）
• 光陽保育園（認定こども園移行のための増築・２ヵ年目）
• この花こども園（建替え・２ヵ年目）

測定有無 指 標 名 単位 基準値（年次） 目標値（年次） Ｒ５年度実績値

○ 待機児童数 人 25（2022） ０（2026） 27（2023）

○ 公立幼稚園数 施設 23（2022） 18（2026） 22（2023）

○ 公立保育所数 施設 11（2022） ９（2026） 11（2023）

○ 公立認定こども園数 施設 ０（2022） ２（2026） ０（2023）

○ 民間認定こども園数 施設 18（2022） 23（2026） 20（2023）

公立
• （仮称）市立旭・太田認定こども園の設計の確定、工事事業者の選定
• （仮称）市立春木・大芝認定こども園の設計事業者の選定
• 市立認定こども園設立に向けた部会の開催

民間事業者（施設整備補助）
• （仮称）おおまちこども園（新築・２ヵ年目）
• 幼保連携型認定こども園【東光幼稚園地】（新築・単年）
• 光陽保育園（認定こども園移行のための増築・２ヵ年目）
• この花こども園（建替え・２ヵ年目）

担当課（内線） こども園推進課 重点目標の方向性 子どもの保育・教育環境の充実

重点目標 子育てしやすい岸和田の実現 行政の役割 ニーズに応じた保育や学童保育の量の確保を行う



【Ｒ５年度】重点目標の取組・評価シート②（取組名：市立幼稚園及び保育所の再編）

■ 次年度以降の予定・改善内容

■ Ｒ５年度において実施・実現できなかったこと ■ 課題分析

公立
• （仮称）市立旭・太田認定こども園の工事（建設工
事）事業者の選定

• 落札業者が業者都合により辞退したため。

• 令和６年度早期に再度入札を行い、速やかに工事を進める。

■ ロジックモデルの振り返り

• 引続き、事業を推進し、アウトカムの発現に努める。


